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研究成果の概要（和文）：農林水産業関係の建築遺産は、これまで着目されておらず、とくに生産や加工に関わる施設
（建築物、工作物、仮設物等）についての調査研究は少ない。本研究では、静岡県を例に調査を行い、その歴史上や景
観上の意義を明らかにした。
調査の結果、農林水産業の施設が形成する特徴ある景観は、季節の一時期だけしかみられないものが多いことが判明し
た。また、生産・加工に関わる施設は、長い年月の中で現在の形になったことが判明した。各種の産物は、地形や気候
風土が作用するため、関連する施設も地域の特徴を生かした形になっていることも判明した。

研究成果の概要（英文）：We researched on the architectural heritages to use for agriculture, forestry and 
fisheries in Shizuoka Prefecture. Architectural heritage is building, structure and etc. We compared these
 heritages with the heritages in other prefectures to take the special features of Shizuoka. Our conclusio
n is following. 
These heritages became the present figure and facilities over long time. Almost all these heritages are co
ncerning with production of the specialties in local area. The specialties of local area have a close rela
tion with the local climate and geographical feature. Therefore these heritages utilize and adapt the loca
l climate and geographical feature. These heritages are one of the elements and identities of the local bu
ilt environment. Almost all these heritages are built only one time of the season.  Temporally installatio
n is one of these heritages.  The local built environment featured by these heritages provides scenery cha
ngings with seasons.
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１．研究開始当初の背景 
 近年日本では、景観法・文化財保護法に基
づく文化的景観、或いは世界遺産（自然、文
化）、GIAHS（世界重要農業遺産システム）、
世界及び日本ジオパークによって、伝統的或
いは文化的な景観を保全しようとする動き
がある。これらによって保全される対象には、
構成要素として建築物や土木構造物等の施
設が含まれている。 
 保全へのニーズが高まる一方、関連する施
設に関する調査研究は、棚田や井戸等の一部
を除き、ほとんど行われていなかった。既往
の研究も民俗学による研究がほとんどで、そ
のほとんどは県史、市町村史の民俗分野の項
で記述されている記録であった。 
その中で、筆者等は、数年前から農林水産

業関係の建築遺産に着目しており、雑誌『国
づくりと研修』（財団法人全国建設研修セン
ター発行）において「活きつづける農業土木
遺産」という連載を行っていた。また、静岡
県の茶産業に関わる建築遺産については、産
業という側面で製茶と建築との関係の研究
を行ってきた。そのなかで、茶畑に必要とさ
れた施設（仮設物を含む）、製茶関連の工場
といった、従来ほとんど注目されてこなかっ
た建築遺産の歴史的な意義を日本建築学会
等において報告を行っていた。 
 先行する上記の調査研究を進めてきたこ
とにより、二つの課題も認識していた。ひと
つは保全の考え方や方法の問題、もうひとつ
は衛生と保全の問題である。 
農作物や海産物は採集される季節が決ま

っており、採れるものも季節によって異なる
ので、それらに関わる伝統的な景観も、季節
とともに変化するのが常である。したがって、
本来ならその変化も含めて保全の対策を講
じて行かなければならないが、建築物や土木
構造物を保全の対象とすると、保全措置が断
片的になってしまいがちである。さらに、粗
末でありながらも不可欠な生産に必要な施
設は、生産物が無い時期には、景観を阻害す
るものと捉えられる場合もあった。また、農
林水産業が形成する景観を維持するには、業
態そのものが維持されて行かなければなら
ない。GIAHS では生産システムそのものを
対象としているが、特に文化的景観ではその
対象とする範囲も曖昧で、国からの保全への
補助が、産業そのものを維持することに役立
っていない。これが第一の課題である。 
近年、日本の農漁業で加工される伝統的な

食については、日本伝統食品研究会等で文化
的な面の研究も行われている。また、農林水
産省や各農政局が、季節の景観を WEBSITE
で紹介するなど積極的に PR も行われている。
その一方で、食品衛生法や製造物責任法、生
産地履歴（トレーサビリティ）等で衛生面で
の規制が強化されたことにより、製造が躊躇
される伝統食も登場している。本研究で調査
した多くの伝統食品は、この衛生問題とも密
接に関係しており、これが第二の課題である。

この課題については、法規制と建築物という
点で、これまで筆者らが行ってきた研究と合
致するという背景もあった。 
 
２．研究の目的 
本研究では、静岡県を例に、農林水産業の

生産や加工に関わった歴史的な建築物・工作
物や仮設物を網羅的に調査することを目的
とした。対象地域を静岡県に限定したのは、
これまで研究を行ってきた茶産業の施設と
それ以外の農林水産業に関わる施設とを比
較検討し、業種による類似性や相違点を見る
ことができるからである。 
本研究では、農林水産業関係の生産・加工に

関わる施設の歴史的意義や景観上の意義、環
境に果たしてきた役割を明らかにすることも目的
とした。特に、仮設物については、一時的に景
観を創出する役割を担っていたり、間伐材の利
用や廃棄物の再利用に役立っていたりするなど、
これまでに見落とされていた意義を明らかにす
ることも目的とした。 
 
３．研究の方法 
静岡県の各地を、伊豆地方と山間地、沿岸

部に分けて、季節の産物に応じて実態調査を
行った。漁業に関しては、静岡県は伊豆地方
に集中しているため、伊豆を中心とした。 
まず、県下の伝統的な産物を文献資料等で

拾い出し、同時に県下の知人等から各地の産
物を聞き取りし、対象をリストアップした。
そのうち県史、市町村史の記述から、比較的
に長く続いている業種を選定した。 
その上で、現地調査を行い、歴史的な施設

（仮設物を含む）や景観を写真撮影し、同時
に GPS により位置を記録する。歴史的な施
設や景観が特に集積している地区について
は、改めて詳細調査を行い、施設の詳細な実
測調査を行った。同時に関係者から、施設の
建設方法・維持管理方法、資材の調達・廃棄
方法等について、ヒヤリング調査を行った。 
また、静岡県以外の地域において、類似す

る事例の調査を行った。それと静岡県内の事
例を比較することにより、調査した事例の特
徴をより明確に把握した。 
 
４．研究成果 
 調査研究の結果、農林水産業の施設（建築
物・工作物・仮設物等）が形成する特徴ある
景観は、季節の一定の時期に限ってのみ見ら
れるものが多いことが判明した。また、土地
を代表する産物の生産や加工が始まった時
期は様々だが、生産・加工に関わる施設は、
長い年月の中で現在のような形になったこ
とが判明した。同時に、各種の産物は、地形
やその土地の気候風土が直接的に作用する
ため、生産・加工に関わる施設も気候風土と
密接に関係しており地域の特徴を示す要素
となっていることも判明した。 
一方、実測調査や聞き取り調査の過程で、

調査先からは建築史に限らず過去に同様の



調査が為されたという話は聞かれなかった
ことから、本研究の萌芽性が確認できた。 
ごく短い期間で採集される産物に関わる

施設は、同時に複数調査することが難しく、
また夏や冬など産物が乏しい時期もある。そ
のため、本研究では静岡県内の網羅的な調査
を心がけたが、必ずしも達成できていない。
静岡県だけを取り上げても、県下全域の把握
にはより多くの歳月を費やす必要性がある。 
構法に着目すると、静岡県には季節ごとに

仮設的な建築物や工作物を建てる例は少な
い。仮設的な建築の例では、下田市の伊勢海
老の干場のように、毎年木材や竹を用いてそ
の季節になると家族や地域総出で建設し、材
料が傷むと交換するというサイクルがとら
れてきたものが多い。近年は、構造に建設現
場の単管足場（鋼管）を用いて基礎を固定す
るなど、永久的な素材を用いて常設するもの
が増加し、毎年建て替えるという様子が減少
している。 
ミカンや茶など、静岡県の特産物に関わる

簡易建築物については、第二次世界大戦前の
事例も多く現存する。畑や茶畑は、戦後の農
地整備やブルドーザー開墾などの近代的な
整備の繰り返しで、古い簡易建築物が残る例
は少ない。珍しい例では、茶畑がミカン畑に
改植されたことで、昭和 30 年代の茶の生葉
を一時置きする簡易建築が現存することが
確認できた。 
以上の研究成果については、下記の通り成

果の発表を行った。 
 総括的な内容については、図書⑫において
発表した。⑫では、静岡県の例の他、静岡県
ではあまり見られなかった仮設的に季節ご
と建てる工作物を中心に、全国の類例を調査
した事例を収録した。主に伝統的な産物を生
産するための仮設物とそれによって生じる
景観に注目しており、文化的景観の保護の問
題等についても触れている。また、〔その他〕
⑮のように、⑫の出版に関連する成果もある。
その内容は⑭の「10＋1 web site」（LIXIL 出
版）でも公開されている。 
 茶産業を中心とした静岡県下の産業を扱
いながら、他地域の類例を参考に県下に存在
することの意義を論じたものに③がある。ま
た、歴史的な施設や景観が特に集積している
地区を調査したものに①がある。さらに、近
代から現代へと至る過程で製造方法を発展
させた設備を備えた建築を分析したものに
⑤⑨～⑪がある。加えて、類例として調査を
行った愛媛県の事例を参考に、産物が築く景
観について論じたものに①がある。 
 調査対象の施設は、ひとつひとつは小規模
で簡素なものが多く、各々を建築史的な視点
で研究論文として扱うのは簡単ではない。そ
のため、まちづくりや地域おこしをテーマと
した講演において、その成果を発表している。
例えば、〔その他〕の成果⑯～⑳のように、
季節の産物を扱って地域おこしの資産とし
て関連付けることで、一般の人々でも理解し

やすく、意義を受け止めやすいという特徴も
ある。これらの調査研究の成果は、文化財の
保存や歴史を活かしたまちづくり、観光等に活
かすことが可能である。 
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